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サントリーホールディングス株式会社 

協栄産業株式会社 

フレークtoプリフォーム  
ダイレクトリサイクル技術の開発 

リサイクルPET 

フレーク（F） 

プリフォーム（P） 

to 



サントリーのペットボトル戦略 <2R+B> 
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     Reduce              

国産最薄ラベル 
12μm 

国産最軽量ボトル 
11.3g 

       Recycle 

     Bio 

+ 

FtoP新リサイクル技術 
<本報告> 

＜取り組み事例＞ 

国内初 BtoB 
100%リサイクルPET 

使う量を減らす 

繰り返し使う 

植物由来の資源 

国産最軽量キャップ 
1.85g 

世界初  
植物由来原料100％キャップ 

100％植物由来 
PETの開発 

＜キーワード＞ 



海洋ごみ問題 
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2016年頃から国連の各種会議で 
海洋プラごみへの注目が高まりだした 

G7やダボス会議でも取り上げられるほか 
各地域でも会議が開催されている 

ダボス会議での 
報告書発表（2016） 

G7での重要性確認 
（2016伊勢志摩～） 

日中韓三か国環境大臣 
会合での重要性合意（2016） 

国連環境総会での海洋/ 
マイクロプラ注目（2016） 

海洋関連国連フォーラム 
（ICP）でのプラごみ注目（2016） 

初の国連海洋会議開催 
（2017） 

海のプラごみ削減に 
向けた新組織構築（2018） 

海洋ごみ問題が大きく注目され 
リサイクルの役割は急拡大している 

G7で日米署名せず 
（2018シャルルボア） 



リサイクル推進のトップランナーとして 
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B to B メカニカルリサイクル導入時の 
評価を日本化学学会誌で発表(2012年) 
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B to B メカニカルリサイクルレジン 

使用数量 

年々使用数量を増やし 
現状約2万トン規模 

業界全体のリサイクル推進を願い
技術公開 

(千トン) 



Ｘ 

「使用済みのPETボトルは、新しいPETボトルとして繰り返しリサイクル
することにより貴重な再生可能資源としてさらなる有効利用ができる」 

2011年、日本初のメカニカルリサイクルシステムを共同開発 

水平循環型リサイクルの実現 
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ペットボトルリサイクルの意義 

新たな石油資源を消費することなく、 
国内で資源循環 

  飲料メーカーがループに参加：リサイクルシステムの安定継続  



（現状）B to B メカニカルリサイクルPETの製造プロセス 

回収ペットボトル フレーク 非結晶レジン 結晶化レジン 

粉砕 
洗浄 

高温・真空
処理 

結晶化 
処理 

溶融 
押出し 

結晶化レジン プリフォーム 

輸送 

乾燥 溶融 
成型 

リサイクル工程 

プリフォーム 
製造工程 
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F to P の狙い：製造プロセスの削減 

回収ペットボトル フレーク 非結晶レジン 結晶化レジン 

粉砕 
洗浄 

高温・真空
処理 

結晶化 
処理 

溶融 
押出し 

結晶化レジン プリフォーム 

輸送 

乾燥 溶融 
成型 

結
合 

<削減される工程> 

従来のB to Bプロセスと比較し、約25％のCO2排出削減効果 
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石油由来PETを使用したプリフォームとの比較 
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約64％のCO2削減 

溶融・ 
成形 

回収ペットボトル フレーク 
プリフォーム 

100% フレーク to プリフォームのダイレクトリサイクル技術 

サントリー 
飲料工場へ 

プリフォーム 

サントリー 
飲料工場へ 石油原料 

従来の石油由来PETを使用したプリフォーム 



協栄産業(株) 東日本FtoPファクトリー 
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協栄産業・サントリー共同の取り組みでFtoP技術を導入 

＠茨城県笠間市 

フレーク化工場の真隣に 
工場敷設 

◇2018年8月竣工、生産開始 
◇製造品目：プリフォーム(15g) 
◇生産能力：約3億本/年 
 
◆2020年春 2号機稼動予定 



採用製品（一例） 

11/11 

非炭酸小容量製品へ展開中 

280ml 350ml 500ml 600ml 



ご清聴ありがとうございました 


